
写真－１ 空知川の破堤状況（2016 年）

寒地河川チーム 

 

はじめに 

寒地河川チームは、北海道開発局開発土木研究所の河川研究室であったが、平成 13 年

4 月の独立行政法人化、平成 18 年 4 月の土木研究所との統合を経て、平成 27 年 4 月に現

在の名称となり今日に至っている。 

寒地河川チームでは、水災害や土砂災害、河川結氷に伴う被害などから生命と財産を

守り、安全で自然豊かな生活環境を創造するため、防災減災対策や維持管理技術を高め

るための調査・研究を行っている。現在は、社会的要請の高い課題への重点的・集中的

な対応として、以下に挙げる研究を実施しており、その概要を簡潔に紹介する。 

 
研究概要 

（１）破堤被害を最小化するための破堤氾濫流量の軽減技術に関する研究 

近年頻発している集中豪雨等にともなう河川堤防から

の越水や堤防決壊による大規模な水害被害が発生してい

る。このような破堤被害を軽減することを目的に、北海

道開発局と共同で平成20年度より国内最大規模の実物大

河川実験水路である「十勝川千代田実験水路」を用いて

越水破堤実験を実施している。これらの実験や検討結果

から、破堤現象等の基礎的なメカニズムを解明するとと

もに破堤拡幅の数値計算モデルを開発した。現在は、越

水破堤及び破堤拡幅に対して既存の水防工法や対策技術

が適用可能な範囲の検証を行い、破堤開口部からの氾濫流

量を効率的、効果的に抑制する技術開発を実施しており、

洪水氾濫被害の最小化を図る。 

 
 
 
（２）高流速下の水流・水面波・掃流砂による構造物の安

定性評価と維持管理技術の開発 

急流河川では、洪水時に三角波と呼ばれる水面波が発生し河川構造物が被災する事例が

増加している。そのため、水面波と河床波の発生予測モデルを開発して現象の再現及び

危険区間の抽出に関する技術開発を

進めている。この技術により、河岸

近くで水面波が発生した場合の護岸

ブロックの安定性や堤防等への影響

を定量的に評価し、高流速に対する

河川構造物の安定対策、侵食対策技

術の開発を目指している。 
 
 
 
 
 
 

写真－２ 千代田実験水路での実験 

写真－３ 豊平川三角波の

発生(1981 年) 

写真－４ 開発中のモデルによ

る河床波・水面波の計算 
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（３）急流河川の大規模河岸侵食対策技術他に関する研究 

大規模な流路変動によって河岸侵食が進行し、高水敷

さらに堤防に至る侵食被害が発生しており、急流河川に

おける堤防侵食の防護、堤防決壊への対策が急務となっ

ている。そのため、流路変動特性と河岸侵食の関係性を

検証し、流量規模及び洪水継続時間、河道内の樹木影響

を考慮した流路変動予測手法の開発を目指す。また、 

流路の堤防への接近を抑制するため、側方侵食幅の推定、

河道内樹木管理手法、効果的な低水護岸整備等河岸侵食

防護技術の提案を行う。また、中小河川での大規模流路

変動現象や構造物に作用する流体力の解析手法の開発

を目指している。 

 

 

 

 

 

（４）結氷河川における津波被害やアイスジャムによる災害等の防止・軽減技術に関す

る研究 

地震による津波の河川遡上が

冬期の結氷河川で生じる場合に、

氷板が津波によって破壊され上

流に運ばれて河道閉塞による氾

濫や氷板の衝突による河川管理

施設の被災が懸念されている。そ

のため、実河川のデータ収集や水

理模型実験を行って現象分析し、

氷板による外力評価手法の検討

や、氷を伴った津波を表現する数

値シュミレーションモデルを開

発し、寒冷地域河川の特性を充

分に考慮した津波災害の防止、

軽減対策を提案している。 

また、アイスジャムによる急

激な水位上昇による浸水被害や

取水障害等に関する対策技術の

開発を実施している。結氷河川

の河氷の形成と流下機構の現象

を解明し、アイスジャムの発生

場所や結氷・解氷の時期、水位

予測等の技術を提案している。 

 

 

 

 

写真－５ 大規模な河岸侵食による堤

防決壊（音更川、札内川、2016 年） 

写真－８ 橋脚周辺のアイスジ

ャム 

写真－６ 氷板漂流物による樋門

ゲート閉塞（十勝川、2011 年） 

写真－７ 氷板の河川遡上水

理実験と数値モデル 

写真－９ アイスジャム水理模型

実験 
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（５）土砂動態に応答する河道形成と樹林化抑制評価技術に関する研究 

河道内の樹林の過繁茂により、流

下能力の低下や河川環境の悪化が問

題となっている。そのため、河道の

撹乱メカニズムを解明して可能な限

り河川が本来持っているダイナミズ

ムの保全、回復を図り、持続可能か

つ効率的な樹林化抑制技術の提案を

目的としている。札内川において、

北海道開発局実施の札内川ダムフラ

ッシュ放流と河道掘削による礫河原

再生事業に寒地河川チームが共同で参画しており、効果的な河道掘削箇所をシミュレー

ション等で選定し現地に適用、その効果を検証している。引き続き、研究成果を事業計

画及び実施管理に反映させるとともに汎用性の高い樹林化抑制技術の確立を目指してい

る。 

 

（６）軟岩河床の侵食メカニズムの解明と予測技術・対策技術に関する研究 

近年、砂礫等の堆積層が流出し、低固結の軟岩層が露出する河川が増加している。軟

岩（土丹）は流水や流砂の侵食に対し弱く河床低下を引き起こし、河川構造物の機能低

下や橋梁の安定性低下等の影響が懸念されている。そこで、軟岩の侵食メカニズムの解

明と定量的な侵食深予測手法及び対策技術の開発を目的とし、研究が進められている。

現在、軟岩河床の側方侵食モデルについて実験や数値シミュレーション等を基に検討が

行われており、開発した予測手法や軟岩侵食防止ネット等の対策技術の現地及び室内で

の試験等から、侵食対策技術の開発及び対策効果の検証を実施している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１０ 札内川ダムフラッシュ放流と河道掘削（札内川礫

河原再生事業、北海道開発局帯広開発建設部） 

写真－１１ 北海道内の軟岩（土丹）露

出箇所 
写真－１２ 軟岩（土丹）の侵食状況（久

著呂川） 
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（７）土石流氾濫解析モデル、寒冷地特性を考慮した火山泥流監視システムの開発に関

する研究 

 土砂災害の被害軽減に向け、水と土砂の複

雑な現象を柔軟に解析可能なシミュレーショ

ン技術である粒子法に着目し、土石流の流下

現象を高い精度で推定する計算モデルの開発

を行っている。また、水理模型実験及び粒子

法を用いた数値解析的手法により土石流のメ

カニズム解明を実施している。 

また、積雪寒冷地の火山地域では、融雪型火

山泥流発生による大規模な災害が懸念されて

いるため、融雪型火山泥流の発生や流下に対して、確実に検知するシステムを開発する

研究を進めている。経済性・精度・早期配備性を総合的に判断した泥流検知センサの試

作と、屋外における基本的な性能試験を実施し、現地（十勝岳）における検知性能・通

信性能試験等を実施して使用方法を提案する。また、発生した泥流の規模を振動や熱画

像等から予測する手法の検討を予定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒地河川チームでは、上記の研究の他に、主要研究として、「構造物固有の凍害・複合

劣化のメンテナンス技術に関する研究」を実施している。この研究では、過酷な気象条

件下に起因する低温、積雪、結氷、凍結融解、融雪水、塩分などが原因の凍害・複合劣

化対策の検討を、河川構造物を対象に実施している。点検・診断技術の効率化、補修補

強技術の高信頼化を実現する技術開発を目指している。 

また、「堤防、河岸などの監視技術に関する研究」、「洪水時に背水の影響を受ける区間

での水位予測に関する研究」、「河川氾濫の 3D ハザードマップ作成技術に関する研究」を

重点、基盤研究として実施している。 

引き続き、気候変動化等により激甚化する水災害、土砂災害に関する防災減災対策、

河川構造物の安全性確保対策、適切な河川の維持管理のための技術開発を推進していく。

特に、平成 28 年に発生した北海道水害に対する課題解決に即した研究を行っていくとと

もに、研究成果は北海道のみならず、広く国内外での活用を図ることとする。 

写真－１４ 1988 年積雪期の十勝岳噴火

（旭川地方気象台 撮影） 
写真－１５ 検知センサ、データ送信部

（試作） 

写真－１３ 恵庭岳における土石流の流下痕跡

（左）・流出した橋桁（右） 
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